
                                          

  

（賃貸フェア）

月 日に東京ビッグサイトで開催された賃貸フェアに行ってきました。昨年も行ったのですが感覚と

しては、リノベーション、投資のブースが盛況だったように見受けられました。投資物件の販売やローン

の相談を行っていたのは今までにないスタイルだと思います。置き換えれば現在やはりそれだけのニーズ

があるということかもしれません。 

左記表にありますように、また誰

もが実感もしていると思いますが、

全国平均の空室率は上昇の一途を

辿っています。 年においても

％というのは少々驚きですが、そ

の時に比べて約 倍になっておりま

す。賃貸経営が良好なはずがありま

せん。

その空室を埋めるための手段と

してリノベーションがあります。単

純なリフォームとは違います。会計

的に言えば修繕費ではなく資本的

支出となり、減価償却の対象になります。誰しも多額の投資をするのには、躊躇しますし、状況によって

は家賃の調整で済ませたい方もいらっしゃると思います。リノベーション業者とは、そこに家賃保証をつ

ける仕組みです。家賃保証が付けば工事代の回収が確実に見込めることになります。また、ファイナンス

の仕組みも有り、当社でも工事代を毎月分割で差し引かせていただくことがありますが、それと同じよう

にリノベーション費用を家賃相殺して実質的な持ち出しはしなくていいというスキームです。

しかし、家賃保証でも気をつけなければいけない事があります。通常、免責期間がありますので、何ヶ

月後から家賃保証してくれるのかということと、何年間保証してくれるのかということです。当然業者も

リノベーション後の部屋が全く埋まらないということになりますと家賃保証の解除が有り得るわけであり

ます。また家賃保証というと聞こえはいいですが、業者は当然そこで利益を得なければなりませんので、

安く借りて高く貸そうとします。この場合には通常の賃貸管理で貸したほうがオーナー様の収益は上がり

ます。

一長一短は何事にもあることでありますが、最大の目的は空室を埋めるということです。賃料面で対応

できることもあるでしょうし、条件面の調整で対応できることもあると思います。要はリノベーションあ

りきではなくフレキシブルな対応が大事だと思っております。また私共の営業力も当然であります。現在

弊社ではホームページの改良作業を行っているところでありますが、オーナー様におきましても弊社に対

しご提案等ございましたら何なりとお申し付けいただければと思います。       塩田了丈

                                                               


